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新たな自社製品を開発されるにあたって、デザイナーの力を借りようかと考えられたことは
ありませんか。一方で、デザイン料はどれくらい必要なのか、本当に売れるものができるのだ
ろうか、といった心配や不安も。そんな中、デザイナーさんとのプロジェクトを手探りで進め
られた日吉屋の西堀社長さんのお話をご紹介します。
「KYOTO DESIGN WORK SHOW」は、ものづくり企

業とデザインのマッチング支援を目的として毎年２月に京
都市のパルスプラザで開催しています。今回は６社のデザ
イン企業にそれぞれのお仕事例を展示いただき、さらに伝
統工芸品としての和傘を作って来られた工房が、デザイ
ナーさんとの共同プロジェクトによってモダンな照明器具
を開発され、日本はもとより世界14ヶ国へとそのマーケッ
トを広げられた事例をご紹介しました。

会場では、この取り組みを進められた日吉屋の西堀社長
さんの示唆に富むお話を動画にまとめ放映しましたが、そ
の内容を要約しあらためてご紹介いたします。

●和傘から照明器具へ
「日吉屋は京都で五代続く和傘の工房ですが、現代では

その実用性が薄れ、マーケットは縮小する一方でした。そ
んなある日、張りこんだ傘をいつものようにお寺の境内で

天日干ししているときに、
竹の骨に貼った和紙を太陽
の光がやさしく透き通るの
を見て、照明器具としての
魅力と可能性を感じました」

●見本市での厳しい反応
「当初は自分たちだけで開発を進め、和傘をモチーフに

した照明器具を作り上げて、東京で開催されたインテリア
の見本市に出展しました。ところが会場で聞いた建築家や
インテリアデザイナーの方々の声は『とても綺麗だけど、
実際にはなかなか使えない』というものでした。つまり、
和風のテイストが強すぎて、現代の日本の生活空間にはそ
れが合うようなスペースがほとんどない、だから購入は考
えられない、と」

●やはりその先はプロのデザイナーじゃないと
「ではこの和風すぎる照明器具をモダンリビングに合う

ようにするためには、どんな形にすればいいのか?!　その
先が我々には思いつけなかったのです。あくまで我々は和
傘づくりの専門家であって、インテリアに関わっていたわ
けではなかったのですから。インテリアのプロの方々を唸
らせるような、プロユースに耐えうる照明器具。それはプ
ロのデザイナーじゃないと分からないんじゃないかと判断
しました」

●最初はデザイナーとアーチストの違いも分からず
「それまでデザイナーさんとの付き合いは全然なくて、

最初にお願いした人は、今から思うとデザイナーというよ
りはアーチストのような人で、見た目はきれいなものを提
案してくれたのですが、製造コストや販売価格などはあま
り深く意識されなかったので商品としては成り立ちません
でした。そのうちに、ひとくちにデザイナーといってもプ
ロダクトやファッション、グラフィックなどそれぞれ専門
があるということを知り、今回は照明器具の分野で実績を
持っておられるデザイナーさんを探しました」

●自社に適したデザイナーをどうやって探したか
「結果的にはまったくの偶然で、あるブランドプロデュー

サーと出会い、その人に紹介いただいたデザイナーさんと
良い関係で仕事ができて、現在も続いています。今考える
と、明確な強い思いを持って、いろんなところへ出て行っ
たり、いろんな人に会ったりしたのがその出会いにつな
がったんだと思います」

●まずは遠慮せず疑問をぶつけてお互いを見極める
「すでに出来上がったものを買うのとは違って、これか

ら作るデザインは、あやふやで目に見えません。『この人と
組んで、こちらが思っているクオリティのものが果たして
ちゃんとできるのだろうか』とか、費用的なものも含めて
不安なことはお互いにたくさんあると思います。だからあ
まり遠慮せずに、早い段階で疑問をぶつける、お互いに聞
き合う。要は相互理解ですね。お互いの能力的なもの、費
用的なもの、時間的なものなどがぴったり合うかどうかを
見極めていく必要があります」

●諸条件も大事だけれど、フィーリングも
「それと、諸条件の確認や摺り合わせはもちろん必要な

のですが、フィーリングとか、向かっている方向性とかが

デザインの活用事例／和傘の日吉屋さんに訊く
KYOTO DESIGN WORK SHOW　～ものづくり企業とデザインのマッチング～

DESIGN WORK SHOW 2012の会場風景

インタビューに答えていただいた
西堀社長さん
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センター事業から

【お問い合せ先】 京 都 府 中 小 企 業 技 術 セ ン タ ー
企 画 連 携 課 　 情 報・デ ザ イ ン 担 当

TEL：075-315-9506  FAX：075-315-9497
E-mail： design@mtc.pref.kyoto.lg.jp

一緒かどうかが大きい。これをしっかり時間をかけて確認
する必要があると思います」

● 分厚い契約書でなくていいから書いたものを交わす
「そうしてある程度『この人となら一緒にやっていけそう』

と思えてきたら、これも早い段階で、今後発生するデザイ
ンの権利はどうするのか、報酬はイニシャルなのかロイヤ
リティか、支払いは分割なのか、また試作や打合せで発生
する経費の分担はどうするのかなどを、時間
をかけてちゃんと話し合う。それらがかなり
クリアになってきたところではじめて『じゃあ
一緒にやりましょうか』とスタートすべきで
しょう。その際には、分厚い契約書はいらな
いけれど、話し合って決めた報酬や権利や費
用負担などについて明瞭に書いたものを交わ
した方がいい。あとになって『そういうつもり
ではなかった』『こうだと思っていた』とお互
い不満に思わないためにも」

●デザイン料は値切ることができる？！
「デザインの原価というのは、有って無い

ように思えますよね。実際にデザイナーさん
次第で変わりますから、値切ることも可能で
しょう。でも値切られた方は、あまりいい感
じはしませんから『それならこの程度にしと
こうか』となるかもしれない。クリエイティ
ブな仕事では特に人間関係というか感情が大
きく左右しますから、値切るというのは良策
とは思えません」

●報酬以外にも何かを提供できるはず
「だから、どうしても予算的に厳しい場合

は、値切っていくよりも、報酬のほかにデザ
イナーさんのメリットになるようなプラスア
ルファをご提案するのもいいと思います。

『我々はこれだけしかデザイン料を用意でき
ないんだけれども、その代わり我々の技術を
活かして今回デザインしていただいたら、い
ろんな形でデザイナーさんのメリットになり
ますよ』と。例えば素材の知識が得られると
か、経験が積めるとか、知的興味があるとか、そういうこ
とにデザイナーさんが価値を見出してくだされば、『採算を
度外視しても、面白そうだからやってみようか』と思って
いただけるかもしれません」

●デザイナーとは対等の関係で
「例えば『デザイン料をこれだけ払ってるんだから、いい

物を作れ』と上からの目線で接したり、反対に『先生、どう
かよろしくお願いします』と遠慮して言いたいことも言え
なかったりというように、どちらかの立場が上とか下とか

そんな関係になっちゃうと、うまく行かないように思いま
す。『一緒にいい物を作って、このプロジェクトを成功させ
ましょう』と、そういうメンバーというかチームのような
関係を作ることがまず大事だと思います」

●失敗しがちなパターン
「ちゃんと取り決めをしないまま、何となくいい感じになっ

たので『とりあえずスタートしましょう』みたいな雰囲気で進
んでいったものが、後から振り返ると一番悪
かったですね。最初の頃はみんな情熱もあっ
ていいんですけれど、段々と費用が発生して
きたときに、誰が負担するのかでギクシャク
したり。あと、開発の方向性が両者間でズレ
てきたこともありました。はじめに目標を確
認し共有する。例えばいつまでに、どういっ
たところで、どういうものを販売したいのか、
それらを確認しておくことが大事です」

● まず自分自身がはっきりした思いと計画
を持つこと

「自分の会社が、こういう商品を作りたい
んだ、売って行きたいんだという、はっきり
した思いというか、情熱というか、計画を持
つことがまず何よりも肝心で、そのためには
どういうデザイナーにお願いしたらいいか、
と自社の主導で考えて行かないといけませ
ん。とにかくデザイナーさんに頼みさえすれ
ばすべて上手く行くとか、売れる物ができる
なんてことはまずない。あくまで頼む側が主
導権を持って、強い意志を持って費用と労力
をかけて自分の責任でやるんだという覚悟が
必要でしょう。そういう覚悟と情熱があれば
こそ、デザイナーさんもそれに共感してくれ
て、じゃあ一生懸命やりましょう、一緒にい
い物を作って世に出して、広く使ってもらい
ましょうとなる。そうして目標というかヴィ
ジョンを共有することが大事だと思います」

株式会社�日吉屋�代表取締役�西堀耕太郎�氏
〒602-0072 京都市上区堀川寺之内東入ル百々町 546
電話 075-441-6644　http://www.wagasa.com/

情報・デザイン担当では、「デザイナーを探している」「社
内のデザイン力を高めたい」「開発中の製品に対して客観的
な意見を聞きたい」「デザインのマネジメントを上手にやり
たい」など、デザイン活用に関するご相談に対応しています。
お気軽にお尋ねください。

世界14ヶ国で販売される「KOTORI」と
「MOTO」
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京都府では、府内の中小企業が、創造的･先駆的な技術開発や製品開発等に取り組む中で起こる
様々な技術的課題を解決するために『ハイテク技術巡回指導事業』を実施しています。

ご相談いただいた内容に応じて、無料で下記の特別技術指導員や大学教授などの専門家が、新規
技術の導入や対象分野の最新動向、製品開発における課題の早期解決に向けて助言･指導を行い
ます。随時受け付けていますので、お気軽にご相談ください。

� 京都府中小企業特別技術指導員一覧�（46名）�  （順不同、敬称略）
№ 専門分野 氏 名 所　　属
1 電力工学 長岡　直人 同志社大学理工学部 教授
2 電気・電子 牧野　　勲 （元）日東精工（株）開発研究所開発二課長
3 電子機器実装 河合　一男 実装技術アドバイザー
4 高周波回路 中島　將光 （元）京都大学 助教授
5 電磁波工学、高周波回路 島崎　仁司 京都工芸繊維大学大学院工芸科学研究科 准教授
6 光材料加工 吉門　進三 同志社大学理工学部 教授
7 レーザー物理工学 山下　幹雄 北海道大学名誉教授
8 機能デザイン・機能計測 平野　正夫 滋賀医科大学　バイオメディカル・イノベーションセンター特任教授
9 CAE解析（開発支援） 田村　隆徳 オムロン（株）ものづくり革新本部

10 機械設計（３次元ＣＡＤ） 筒井　真作 キャディック（株）　代表取締役
11 機械設計・機械加工 川勝　邦夫 舞鶴工業高等専門学校 名誉教授
12 機械要素 久保　愛三 クボギヤテクノロジーズ 所長、京都大学 名誉教授
13 機械加工 松原　　厚 京都大学大学院工学研究科 教授
14 精密機械加工 垣野　義昭 垣野技術研究所 所長、京都大学 名誉教授
15 塑性加工 山口　克彦 京都工芸繊維大学 名誉教授
16 マイクロ加工 杉山　　進 立命館大学 教授
17 窯業 石田　信伍 京都工芸繊維大学 名誉教授
18 無機材料（ガラス） 大田　陸夫 京都工芸繊維大学 名誉教授
19 高温反応工学、セラミックス化学 竹内　信行 京都工芸繊維大学大学院工芸科学研究科　准教授
20 陶磁器釉薬、ガラス工学 塩野　剛司 京都工芸繊維大学大学院工芸科学研究科 准教授
21 鋳造 小林　　武 関西大学 名誉教授
22 鋳造 市村　恒人 （元）京都府中小企業総合センター　主任研究員
23 金属材料（熱処理、表面改質、粉末冶金、塑性加工等） 赤松　勝也 関西大学 名誉教授
24 表面加工 松村　宗順 マットン・ラボ・ソリューション　代表
25 表面処理 粟倉　泰弘 京都大学 名誉教授
26 化学（光触媒） 安保　正一 大阪府立大学理事・副学長
27 品質工学、化学 近本　武次 （元）京都府中小企業技術センター 基盤技術室長
28 工業分析化学 河合　　潤 京都大学大学院工学研究科 教授
29 環境工学 宗宮　　功 京都大学 名誉教授

30 環境工学 武田　信生 立命館大学エコ・テクノロジー研究センター センター長
京都大学 名誉教授

31 排水処理工学 日下　英史 京都大学大学院エネルギー科学研究科　助教
32 応用微生物 小田　耕平 京都工芸繊維大学 名誉教授
33 食品 谷　　吉樹 京都大学・奈良先端科学技術大学院大学　名誉教授
34 食品 早川　　潔 （元）京都府中小企業総合センター 研究開発課長
35 食品・栄養科学 河田　照雄 京都大学大学院農学研究科　教授
36 食品微生物学 麻生　祐司 京都工芸繊維大学大学院工芸科学研究科　准教授
37 情報科学 湊　小太郎 奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科 教授
38 情報工学 杉浦　　司 杉浦システムコンサルティング・インク　
39 画像工学・コンピュータ法工学 藤田　和弘 龍谷大学理工学部 教授
40 人間工学 西村　　武 京都工芸繊維大学 名誉教授
41 工業デザイン 吉田　治英 （株）ＧＫ京都 取締役社長
42 工業デザイン 櫛　　勝彦 京都工芸繊維大学大学院工芸科学研究科 教授
43 プロダクトデザイン 塚田　　章 京都市立芸術大学美術学部 教授
44 プロダクトデザイン・工芸 佐藤　敬二 京都精華大学デザイン学部 教授
45 グラフィックデザイン 舟越　一郎 京都市立芸術大学美術学部　専任講師
46 工業所有権 間宮　武雄 間宮特許事務所 所長 

ご相談ください、ハイテク技術巡回指導

【お問い合せ先】 京 都 府 中 小 企 業 技 術 セ ン タ ー
企 画 連 携 課 企 画・連 携 担 当

TEL：075-315-8635  FAX：075-315-9497
E-mail： kikaku@mtc.pref.kyoto.lg.jp

ハイテク技術巡回指導
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京都陶磁器釉薬セミナー

京都陶磁器釉薬セミナーの紹介
平成２４年度の京都陶磁器釉薬セミナーは、当センターと京都陶磁器協同組合連合会が共催し、事務局は技術センターの基盤技

術課（材料・機能評価）が担当しております。当陶磁器釉薬セミナーは、前身の研究会を含めると平成９年に開始し、今年で１６年目
に入ります。開催回数延べ９３回、参加者数は通算約２０００名以上となり、この間使用した資料等は約１０００点に及びます。

当釉薬セミナーは基本的には、前身の釉薬研究会と同様に会員相互の勉強会的色彩を持ち、メインテーマは、「陶磁器における
釉薬理論と実際」という内容であります。平成２４年度は、技術センターの５階研修室において、下記予定に掲載してある課題（サブ
テーマ）を順次実施していく予定にしております。参加をご希望の方は、電話、FAX、e-mail等で基盤技術課（材料・機能評価担当 
矢野）までご連絡下さい。

平成24年度の京都陶磁器釉薬セミナーの概要
開催日時 課題・講師 副題および講義概要

（第１回）
平成24年
6月27日（水）
15:00 ～ 16:30

耐熱陶器の素地と釉薬
伊藤 　隆 先生

三重県工業研究所
窯業研究室長

「ペタライト質耐熱陶器の素地と釉薬について」
リチウム鉱物であるペタライトを用いた耐熱陶器は、非常に低熱膨張

性で耐熱衝撃性に優れていることから、土鍋、陶板などとして広く利用
されています。ペタライトは特定の温度範囲で焼成すると低熱膨張性の
β−スポジュメン固溶体などの結晶を生成することが知られており耐熱陶
器の素地や釉薬の原料として重要な要素になっています。ペタライトの
組成、性状、ペタライト質耐熱陶器素地、釉薬の組成、焼成性状、課
題と展望などについて解説します。
＊講師は昨年NHKBSTV[アイシュタインの眼]に技術解説者として出演。

（第２回）
7月25日（水）
15:00 ～ 16:30

陶磁器（釉薬）と知的財産
伊藤 　廣 先生

（元）社団法人発明協会京都支部
（現京都発明協会）出願アドバイザー

｢陶磁器の形、文様、上絵付けの柄、彩色等をどう守るか｣
約8000年前に誕生した陶磁器は、食器を始め現在も私達の生活用

具として広く使われています。現在の陶磁器は、工業的量産品と陶芸家
が創る芸術品としての一品物があります。量産品の器の場合、その形、
文様、柄およびブランド等は、知的財産権のうち意匠権、商標権で保護
され模倣品から守られます。しかし壷、瓶、大型花器等の一品物は意匠・
商標権では保護されなく、著作権で守ることになります。今回は、陶磁
器の形、上絵付けの柄，彩色等と知的財産権との関係をお話させて頂き
ます。

（第３回）
9月12日（水）
15:00 ～ 16:30

日本の磁器素地について
今井 寛治 先生

（元）京都市産業技術
研究所研究部長

「日本の磁器と京焼磁器の特徴」
日本の陶磁器産業は、世界的に見て非常に優れた可塑性粘土（蛙目粘

土、木節粘土）と優れた磁器原料である陶石を利用することにより発展し
てきました。講演の最初に欧州のカオリン質磁器と我国固有の陶石立て
磁器素地の組成比較と陶産地毎の異なる原料を活用した磁器の違いを
確認した上で、京焼磁器の原料、素地の特徴と焼成時の変化、透明釉（石
灰釉）との関係などについて解説します。

（第４回）
11月21日（水）
15:00 ～ 16:30

多成分系ガラスと釉薬
大田 陸夫 先生

京都府中小企業特別技術指導員
京都工芸繊維大学名誉教

「多成分系ガラス・釉薬の構造と物理化学的性質」
釉薬はガラスの一種である。本講では以下の項目について講義します。
①液体構造、②粘度測定、③組成と粘度、④液体からガラスへ（ガラ

ス転移）、⑤ガラスの弾性率、強度 ⑥ガラスの耐熱性、熱膨張、⑦ガラ
スの結晶化、⑧組成からの性質予測。

（第５回）
平成25年
2月13日（水）
15:00 ～ 16:30

陶磁器釉の色調と焼成雰囲
竹内 信行 先生

京都府中小企業特別技術指導員
京都工芸繊維大学大学院准教授

｢ケイ酸鉄を添加した鉄釉の色調に及ぼす焼成雰囲気の影響｣
陶磁器釉に含まれる鉄の化学状態は焼成雰囲気によって大きく変化

し、それに伴って鉄釉の色調も様々に変化する。今回は、着色剤として
ケイ酸鉄を添加して、雰囲気を種々に変化させて焼成した鉄釉の色調と
釉中の鉄の化学状態変化の関係を種々の測定データから明らかにし、ケ
イ酸鉄の添加量と焼成雰囲気が鉄釉の色調に与える影響を解説する。

（注）セミナーの進行状況によっては講義内容等を変更する場合があります。

【お問い合せ先】 京 都 府 中 小 企 業 技 術 セ ン タ ー
基 盤 技 術 課 　 材 料 ・ 機 能 評 価 担 当

TEL：075-315-8633  FAX：075-315-9497
E-mail：kiban@mtc.pref.kyoto.lg.jp
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【お問い合せ先】 京 都 府 中 小 企 業 技 術 セ ン タ ー
基 盤 技 術 課 化 学・環 境 担 当

TEL：075-315-8633　FAX：075-315-9497
E-mail：kiban@mtc.pref.kyoto.lg.jp

環境関連法規セミナー

環境関連法規の規制内容を正しく理解し、法令遵守に役立てていただくため、２月28日（火）に京
都府文化環境部から講師をお迎えし、ご講演いただきました。当日は、企業の環境管理担当者を中
心に多数のご参加をいただき、活発な質疑応答も行われました。

環境関連法規セミナー（2012年2月28日開催）

「地球温暖化対策条例改正の
ポイントについて」

地球温暖化対策課　主査　山本 毅志 氏
京都府の温室効果ガス排出量は、基準年度である1990

年度と比較して2009年度にはマイナス16.4％となりま
した。旧条例に基づく最終年度である2010年度の数値は
今年中に出る予定ですが、基準年度からの削減目標10％
はおおむね達成できています。部門別では、産業・運輸に
おいては削減が進んでいますが、民生部門では90年度と
同程度です。減少の要因としては、燃費の向上やエアコン
等の省エネタイプへの変更などが挙げられますが、一方で
家族形態が変化して世帯数が増加したことによるエネルギ
ー消費の増加も起こっています。

条例改正の趣旨は2011年度以降の新たな削減目標
（1990年度比で2050年度までに80％、2030年度まで
に40％、2020年度までに25％削減）を設定し、達成に
必要な施策等について規定するというものです。具体的な
施策としては、
・京都版CO2取引制度の構築
・電気自動車等の普及促進（節電との両立を検討）
・ 特定事業者への環境マネジメントシステム導入義務化、

エコ通勤計画書等の提出制度
・ 特定事業者の削減対策の評価及び低評価事業者への対応
（調査、アドバイスなど）

・ 特定建築物の新増築時における府内産木材使用と再生可
能エネルギー導入の義務化

・特定建築物への立入検査規定の整備
現状趨勢での排出量の予測と目標値には差があり、さら

に対策が必要です。家庭についてはHEMSの導入や住宅
の断熱構造化への補助金、省エネ行動の啓発などの必要が
あります。

「環境法令規制の動向について
～水質保全及び土壌汚染対策」

環境管理課　副課長　下村 公隆 氏
水質汚濁防止法は次のとおり順次改正されています。

（1）増加傾向にある水質事故を背景に
・特定施設に加え、指定施設（有害物質を貯蔵・使用する施

設及び指定物質を製造・貯蔵・使用・処理する施設）を定
め、水質事故の対象とする。

・指定物質は、住みやすさ・生きやすさの視点から水生生
物や生活環境への影響も考慮して選定された。

（2） 一部大企業において公害関係法令に基づく排出基準の
超過や測定データの改ざんといった不適正事例の発生
が相次いだことから

・排出水等の測定、結果の記録に加え、その保存を義務づ
けられた。

（3） 水道の基準改正や暫定基準の見直し、新たな健康影響
への知見の集積を背景に

・排水基準（1,1-ジクロロエチレン、亜鉛）の改正や地下水
環境基準（塩化ビニルモノマー）への項目追加がなされた。

（4） 施設・設備の老朽化や作業ミス等が主な原因となって、
地下水汚染事例が継続的に確認されていることから

・有害物質に係る届出対象施設が拡大された。
・対象施設本体に接続する配管・排水溝等について、構造

基準遵守義務、定期点検義務が生じる。

土壌汚染対策法に係る府の考え方は次のとおりです。
・平成22年度から施行された改正法の適正な施行のため

土地所有者等を指導するとともに、不適正な取扱いにつ
いては処分を行う。

・自主的な土壌調査や措置について相談があった場合につ
いても法に準じた取扱いを指導する。
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応用技術課　堀 将季

	 	はじめに

エネルギーの使用の合理化に関する法律の一部を改正する法律（改正省エネ法）が、平成21年4月1日付けで施行
されました。（一部の規定は、平成22年4月1日から施行。）これに伴い、これまで重点的に省エネルギー化が進めら
れてきた産業部門の工場単体だけでなく、業務部門も包括した事業者単位（企業単位）での総括的なエネルギー管理
義務が生じています。そこで、本調査研究では、当センターの研究室において消費電力量の管理・低減に関する調
査を行いました。

	 	調査方法

当センター研究室の一室において、最大需要電力や消費電力量を常に計測するため、配電盤内に計測器（パナソ
ニック電工製 Data Logger Light AKL1000、小型簡易電力計 AKW7111ほか）を設置しました。この計測器
の外観・設置状況を図1に示します。計測結果から、無用な電力消費がないかどうか、また無用な損失に対しては
低減の調査・検討を行いました。

	 	結　果

調査した研究室のある1日の30分毎の消費電力量の計測結果は図2のとおりとなり、使用時間外に無用な電力消
費があることがわかりました。無用な電力消費の調査を行ったところ、配電系統に電磁ノイズ対策用のノイズカッ
ト・トランスが組み込まれており、負荷の有無に関係なくトランスに発生する無負荷損（鉄損など）が大きく、無用
な損失の原因となっていることがわかりました。その対策としては、使用時間外にブレーカを切断することで問題
のトランスへの配電を遮断し、この損失を防ぐことができました。詳細については、当センター技報（http://
www.mtc.pref.kyoto.lg.jp/inf/cen/pub/gih/no39）をご参照ください。

なお、同研究室の追跡調査の結果、無用な損失に対する対策前後の比較値は表1のとおりとなり、平均消費電力
量で1日当たり12.7％、使用時間当たり16.0％、それぞれ低減することができています。

【お問い合せ先】 京 都 府 中 小 企 業 技 術 セ ン タ ー
応 用 技 術 課 電 気・電 子 担 当

TEL：075-315-8634  FAX：075-315-9497
E-mail： ouyou@mtc.pref.kyoto.lg.jp

研究報告

工場・事業所等における消費電力量の管理・低減技術に関する調査研究

図1　計測器の外観・設置状況 図2　30分毎の消費電力量の計測結果
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時間（時：分）

日
（day）

使用時間
（h）

消費電力量
（kWh）

使用時間当たりの
消費電力量

対策前 30 208.0 736.70 3.542 
対策後 30 216.0 642.98 2.977 

表1　対策前後の使用日数・時間及び消費電力量の比較
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発注コーナー
業種
No. 発 注 品 目 加 工 内 容

地 域
資 本 金
従 業 員

必 要 設 備 数 量 金 額 希望地域 支払条件 運搬等・希望

機−１ 治具配線、組立 検査用治具製作
久御山町 

3000万円 
80名

拡大鏡、半田付キット（レ
ンタル可） 話合い 話合い 久御山から

60分以内
月末〆
翌々月5日

支払
継続取引希望、当社
内での内職作業も可

機−２ 精密機械部品 切削加工
南区 

1000万円 
40名

MC、NC旋盤、NCフライス
盤他 話合い 話合い 不問

月末〆
翌月末日支払

全額現金
運搬受注側持ち、継
続取引希望

機−３ 産業用機械部品 切削加工
南区

1000万円
12名

MC、旋盤、フライス盤、円
筒研削盤、平面研削盤他

多品種小ロット
（1個～300個） 話合い 不問

月末〆
翌月末日支払、10
万超手形120日

運搬受注側持ち、継
続取引希望

繊−１ 婦人、紳士物布製バック 縫製
東山区 
個人 
１名

関連設備一式
ロット20個～、
月産数量は能力
に合わせ話合い

話合い 不問
月末〆
翌月末日支払

全額現金
運搬片持ち、継続取
引希望

繊−2 ウェディングドレス 裁断～縫製～仕上
福井県（本社中京区） 

18000万円 
130名

関連設備一式 10～50着／月 話合い 不問
25日〆
翌月10日支払

全額現金

運搬片持ち、内職加工先持
ち 企 業・特 殊 ミ シ ン（ メ
ローがけ）可能企業を優先

繊−3 婦人服 裁断～仕上
亀岡市
個人
５名

裁断、ミシン、ロックミシン 50～100着／月 話合い 不問
20日〆
翌月10日支払

全額現金
運搬片持ち

繊−4 婦 人 パ ン ツ、ス カ ート、
シャツ 裁断～縫製～仕上

南区 
1000万円 

12名
ミシン、アイロン等 100～500着／月 話合い 不問

20日〆
翌月15日支払

全額現金
運搬片持ち

業種
No. 加 工 内 容

主 要 加 工
（ 生 産 ）
品 目

地 域
資 本 金
従 業 員

主 要 設 備 話合い 希望地域 備 考

機−１
MC・汎用フライスによる精
密機械加工（アルミ、鉄、ステ
ン、チタン他）

半導体関連装置部品、包装機
等

南区 
300万円 

６名
立型MC３台、汎用フライス４台、CAD/CAM
３台、汎用旋盤１台、画像測定機１台 試作品～量産品 京都・滋賀・

大阪 運搬可能

機−２ 切削加工・溶接加工一式（ア
ルミ・鉄・ステン・真鍮）

液晶製造装置・産業用ロボッ
ト・省力化装置等精密部品

京都市南区 
500万円 

21名
汎用旋盤５台、NC旋盤３台、汎用フライス３
台、MC６台、アルゴン溶接機５台他 単品～中ロット 不問

運搬可能、切削加工から
真空機器部品のアルゴ
ン溶接加工までできる。

機−３ パーツ・フィーダ設計・製作、省力機器設計・制作
宇治市 
個人 
１名

縦型フライス、ボール盤、メタルソー、半自動
溶接、TIG溶接、コンタ、CAD、その他工作機械 話合い 不問

自動機をパーツ・フィーダから組立・電
気配線・架台までトータルにて製作し
ますので、低コストでの製作が可能。

機−４
電線・ケーブルの切断・圧着･圧接・
ピン挿入、ソレノイド加工、シール
ド処理、半田付け、布線、組立、検査

ワイヤーハーネス、ケーブ
ル、ソレノイド、電線、コネク
タ、電子機器等の組立

下京区 
3,000万円 

80名

全自動圧着機（25台）、半自動圧着機（50台）、全
自動圧接機（15台）、半自動圧接機（30台）、アプ
リケータ（400台）、導通チェッカー（45台）他

小ロット（試作品）
～大ロット（量産

品）
不問

経験30年。国内及び海外に十数社の協力工場を含む
生産拠点を持ち、お客様のニーズに応えるべく、スピー
ディでより低コストかつ高品質な製品を提供します。

機−５
SUS・AL・SS板金・製缶、電
子制御板等一式組立製品出
荷まで

SUS・AL・SS製品、タンク槽、ボ
イラー架台等、大物、小物、設計・
製造，コンポスト型生ゴミ処理機

南丹市 
1,000万円 

８名

ターレットパンチプレス、シャー各種、ベンダー各
種、Tig・Migアーク溶接機各５台以上、2.8tクレー
ン２基、1t３基、フォークリフト2.5t2台、その他

話合い 不問 2t車、4t車輌、継続取引
希望、単発可

機−６
MC、汎用フライスによる精
密機械加工（アルミ、鉄、ステ
ンレス）

半導体関連装置部品、包装機
等、FA自動機

南区 
1,000万円 

30名
三次元測定器、MC、NC旋盤、NCフライス盤、
汎用フライス盤、CAD他 試作品～量産品 京都・滋賀・

大阪 運搬可能、短納期対応可

機−７ 切削加工 産業用機械部品
伏見区 
個人 
２名

NC立フライス、旋盤５～９尺、フライス盤#１
～２、平面研削盤等 話合い 不問 継続取引希望

機−８ プレス加工（抜き、曲げ、絞
り、タップ）

自動車部品、機械部品、工芸
品、園芸品等小物部品

福知山市 
300万円 

８名
機械プレス15T～100T（各種） 話合い 不問

NCロール、クレードル
によるコイルからの加
工も可

機−９ 精密切削加工（アルミ、鉄、ス
テンレス、真鍮、樹脂） 各種機械部品

南区 
1,000万円 

18名
MC、NC旋盤、NC複合旋盤　20台 話合い 不問

丸・角・複合切削加工、10
個～1,000個ロットま
で対応します。

機−10 ユニバーサル基板（手組基板）、ケース・BOX加工組立配線、装
置間ケーブル製作、プリント基板修正改造

伏見区 
個人 
１名

組立・加工・配線用工具、チェッカー他 単品試作品～小
ロット 京都府内

経験33年。性能・ノイズ対策を
考えた組立、短納期に対応、各
種電子応用機器組立経験豊富

機−11 産業用基板組立、制御盤組立、ハーネス、ケーブル加工
宇治市 
300万 
５名

静止型ディップ槽・エアーコンプレッサー・エ
アー圧着機・ホットマーカー・電子機器工具一
式

話合い 京都・滋賀・
大阪

継続取引希望、フォーク
リフト有り

機−12 プラスチックの成型･加工
真空成型トレー、インジェク
ションカップ・トレー等ブ
ロー成型ボトル等

伏見区 
1,000万 

19名
真空成型機、射出成型機、中空成型機、オイル
プレス機 話合い 京都・大阪・

滋賀
金型設計、小ロット対応
可

機−13 切削加工（丸物）、穴明けTP 自動車部品、一般産業部品
伏見区 
個人 
３名

NC旋盤、単能機、ボール盤、ホーニング盤 話合い 近畿地区

機−14
電 子 回 路・マ イ コ ン プ ロ グ ラ ム（C、
ASM）・アプリケーションソフト（VB）・
プリント基板の設計、BOX加工配線組立

電子応用機器、試作品、自動
検査装置

北区 
300万円 

２名
オシロスコープ３台、安定化電源３台、恒温槽
１台 話合い

アナログ回路とデジタル回路の混在し
たマイコン制御の開発設計に20年以上
携わっています。単品試作品～小ロット

機−15
振動バレル、回転バレル加
工、穴明け加工、汎用旋盤加
工

鋼材全般の切断
精華町 

1,000万円 
８名

超硬丸鋸切断機10台、ハイス丸鋸切断機１
台、帯鋸切断機７台 話合い 運搬可能、単品可能、継

続取引希望

機−16
MC、NC、汎用フライスによ
る精密機械加工（アルミ、鉄､
銅、ステン他）

半導体装置、包装機、医療器、
産業用機械部品

南区 
300万円 

５名
立型MC２台、立型NC３台、汎用フライス５
台、CAD/CAM１台、自動コンターマシン２台 試作品～量産品 京都・滋賀・

大阪 運搬可能、継続取引希望

機−17 超硬、セラミック、焼入鋼等、
丸、角研磨加工一式

半導体装置部品、産業用機械
部品

南区 
個人 
１名

NCフライス１台、NC平面研削盤２台、NCプ
ロファイル研削盤３台、銀、ロー付他 話合い 不問 単品、試作、修理、部品加

工大歓迎

機−18 精密機械加工前の真空気密溶接
久御山町 

個人 
１名

アルゴン溶接機１台、半自動溶接機１台、アー
ク溶接機、クレーン1t以内１台、歪み取り用プ
レス１台

話合い 不問 単発取引可

機−19 精密寸法測定 プラスチック成形品、プレス
部品、プリント基板等

宇治市 
6,000万円 

110名

三次元測定機（ラインレーザー搭載機あり）、
画像測定機、測定顕微鏡、表面粗さ形状測定
機、その他測定機、CAD等

話合い 不問
3DCADとのカラー段階
評価モデリング対応可、
CAD2D⇔3D作成

受注コーナー

受発注あっせん　（本情報の有効期限は７月10日までとさせていただきます）
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売りたいコーナー
機 械 名 形 式・能 力 等 希 望 価 格

機−1 ホットマーカー シーティーケイ　SP-10α　100V　メーカーチェック済み 話合い（購入価格89万円）

遊休機械設備の紹介　（本情報の有効期限は７月10日までとさせていただきます）

受発注コーナー

【お問い合せ先】 （公財）京都産業 21 事業推進部 市場開拓グループ TEL：075-315-8590  FAX：075-323-5211
E-mail：market@ki21.jp

機−20 MC、NCによる切削加工 産業用機械部品、精密機械部
品

亀岡市 
1,000万円 

12名
NC、MC縦型、横型、大型５軸制御マシニング 試作品～量産品 不問

機−21 NC旋盤、マシニングによる
精密機械加工

産業用機械部品、半導体関連
装置部品、自動車関連部品

伏見区 
1,000万円 

11名
NC旋盤６台、マシニング２台、フライス盤、旋
盤多数 話合い 不問 継続取引希望、多品種少

量生産～大量生産まで

機−22
溶接加工一式（アルミ、鉄、ス
テン）板金ハンダ付け、ロー
付け

洗浄用カゴ、バスケット、ステン網
（400メッシュまで）加工修理ステン
レスタンク、ステンレススクリュー

城陽市 
個人 
４名

旋盤、シャーリング、ロールベンダー、アイア
ンワーカ、スポット溶接機、80tブレーキ、コー
ナシャー

話合い 京都府南部

機−23
コイル巻き、コイルブロック
仕上、LEDパネルの販売・加
工

小型トランス全般
南区 

500万 
３名

自動ツイスト巻線機２台、自動巻線機８台 話合い 京都近辺 短納期対応

機−24 切削加工、複合加工 大型五面加工、精密部品加
工、鋳造品加工

南区 
3,000万 

20名
五面加工機、マシニングセンター、NC複合旋
盤 話合い 不問 継続取引希望

機−25 超硬合金円筒形状の研磨加
工、ラップ加工

冷間鍛圧造用超硬合金パン
チ、超硬円筒形状部品

八幡市 
300万円 

６名
CNCプロファイル、円筒研削盤２台、平面研削
盤、細穴放電、形状測定機、CNC旋盤

単品試作品、小
ロット 不問

鏡面ラップ加工に定評
あります。品質・納期・価
格に自信あります。

機−26 板金加工（切断・曲げ・穴抜
き）

パネル、シャーシ、ブラケッ
ト等

中京区 
個人 
１名

シャーリング、プレスブレーキ、セットプレス
等 話合い 京都市近郊 短納期、試作大歓迎。継

続取引希望

機−27 円筒研削加工、円筒鏡面超精
密加工

産業用機械部品、自動車用円
筒研削

八幡市 
個人 
１名

円筒研削盤１台、汎用旋盤１台、ナノ研削盤１
台 単品～大ロット 不問 直円度0.15μm、面粗度

0.0093μm

機−28 各種制御機器の組立、ビス
締、ハンダ付等 各種制御機器用端子台

伏見区
1000万円

13名

自動ネジ締め７台、ベルトコンベア１台、コン
プレッサー（20hp）１台、電動ドライバー30
台

話合い 京都、大阪、
滋賀

機−29 サンドブラスト加工 ガラス製品、工芸品、商品の
彫刻加工

大山崎町
1000万円

2名
特装ブラスト彫刻装置、マーキングブラス
ター 話合い 不問 単品、試作、小ロット可

繊−１ 仕上げ（縫製関係）、検査 婦人服全般
北区 

300万円 
８名

仕上げ用プレス機、アイロン、検針器 話合い 話合い

繊−２ 和洋装一般刺繍加工及び刺繍ソフト制作
山科区 

1,000万円 
３名

電子刺繍機、パンチングマシン 話合い 不問
タオルや小物など雑貨類
の刺繍も承ります。多品種
小ロットも可。運搬可能。

繊−３ 縫製仕上げ 婦人服ニット
八幡市 
個人 
４名

平３本針、２本針オーバーロック、千鳥、メ
ロー、本縫各ミシン 話合い 話合い 継続取引希望

繊−４ 繊維雑貨製造、小物打抜、刺繍加工、転写、プリント
舞鶴市 
850万 
９名

電子刺繍機、パンチングマシン、油圧打抜プレ
ス、熱転写プレス 話合い 不問 単発取引可

繊−５ ボタンホール加工（両止め、ハトメ、眠り）、機械式釦付け，縫製
婦人パンツ、スカート

東山区 
個人 
１名

デュルコップ558、高速単糸環縫ボタン付け
ミシン 話合い 不問

繊−６ 手作業による組立加工
和雑貨、装飾小物（マスコッ
ト、ファンシー 雑 貨、民 芸
品）、菓子用紙器等

亀岡市 
300万円 

７名
ミシン、うち抜き機（ボンズ） 話合い 不問

内職150～200名。機械化
が不可能な縫製加工、紙加
工の手作業を得意とする。

他−１ HALCON認識開発、
Androidスマホアプリ開発

対 応 言語：C/C++、VC++、
VB、NET系、Delphi、JAVA、
PHP

右京区 
2,000万円 

25名
Windowsサーバー４台、Linuxサーバー３台、
開発用端末30台、DBサーバー３台 話合い

京都、大阪、
滋賀、その

他相談
小規模案件から対応可
能

他−２
情報処理系　販売・生産管理
システム開発、計測制御系　
制御ソフト開発

対 応 言 語：VB.NET、JAVA、 
C/C++、PLCラダー、SCADA

（RS-VIEW/iFIX）他

下京区 
1,000万円 

54名
Windowsサーバー10台、Linuxサーバー５
台、開発用端末35台 話合い 不問

品質向上・トレーサビリ
ティ・見える化を実現し
ます。ご相談のみ大歓迎。

他−３ 印刷物・ウェブサイト等企業運営のためのデザイン制作
左京区 
個人 
１名

デザイン・製作機材一式 話合い 京都・大阪・
滋賀

グラフィックデザインを中
心に企業運営の為のデザ
イン企画を行っています。

他−４
知能コンピューティングに
よるシステム開発、学術研究
システム開発

画像認識、高速度カメラ画像処理、
雑音信号除去、音声合成、振動解析、
統計解析などのソフトウエア開発

下京区 
300万 
６名

開発用コンピューター10台 話合い 不
問

数理理論やコンピュータサイエンスに強
い技術集団です。技術的課題を知能コン
ピューティングを駆使して解決します。

※ 受発注あっせん情報を提供させていただいておりますが、実際の取引に際しては書面交付など、当事者間で十分に話し合いをされ、双方の責任において行っていただ
きますようお願いします。

＊本コーナーに掲載をご希望の方は、市場開拓グループまでご連絡ください。掲載は無料です。
＊財団は、申込みのあった内容を情報として提供するのみです。価格等取引に係る交渉は直接掲載企業と行っていただきます。
＊紹介を受けられた企業は、その結果についてご連絡ください。



専門家特別相談日（毎週木曜日　13：00 ～ 16：00）
○事前申込およびご相談内容について、（公財）京都産業 21　お客様相談室

までご連絡ください。 TEL 075-315-8660　FAX 075-315-9091

取引適正化無料法律相談日（毎月第二火曜日　13：30 ～ 16：00）
○事前の申込およびご相談内容について、（公財）京都産業 21　事業推進部　市場開拓グルー

プまでご連絡ください。 TEL 075-315-8590　FAX 075-323-5211

約1万5千人の方々にお読みいただいております京都府中小企業技術センターのメ－ルマガジンは、当センターや（公財）京都産
業21、府関連機関が主催する講習会や研究会・セミナーなどの催し物や各種ご案内、助成金制度等のお知らせなど旬の話題をタ
イムリーにお届けしています。皆様の情報源として是非ご活用ください。ご希望の方は、ホームページからお申し込みください。▲

http://www.mtc.pref.kyoto.lg.jp/mtnews/get_mtnews.htm

メールマガジン「Ｍ＆Ｔ NEWS FLASH」（無料）をご活用ください！

代表	 TEL 075-315-9234　　FAX 075-315-9240
北部支援センター	 〒 627-0004 京都府京丹後市峰山町荒山 225
	 TEL 0772-69-3675　　FAX 0772-69-3880
けいはんな支所	 〒 619-0237 京都府相楽郡精華町光台 1丁目７（けいはんなプラザ ラボ棟）
	 TEL 0774-95-5028　FAX 0774-98-2202
上海代表処	 上海市長寧区延安西路 2201 号　上海国際貿易中心 1013 室
	 TEL +86-21-5212-1300

代表	 TEL 075-315-2811　　FAX 075-315-1551
中丹技術支援室	 〒 623-0011 京都府綾部市青野町西馬場下 38-1
	 TEL 0773-43-4340　FAX 0773-43-4341
けいはんな分室	 〒 619-0237 京都府相楽郡精華町光台 1丁目７（けいはんなプラザ ラボ棟）
	 TEL 0774-95-5027　FAX 0774-98-2202

http://kyoto-isc.jp/　〒 600-8813 京都市下京区中堂寺南町 134

http://www.mtc.pref.kyoto.lg.jp/

編集協力／石田大成社

— 知 ろ う 　 守 ろ う 　 考 え よ う 　 み ん な の 人 権 ！ —

行事予定表

お問い合せ先： 公益財団法人 京都産業 21 主催　 京都府中小企業技術センター 主催

日 名　　称 時間 場所
2012. 6

14
（木）

 EMC技術セミナー（EMC/製
品安全基礎）【中小企業もの
づくり技術スキルアップ研修】

13：30 ～ 17：00 京都府産業支援センター 5F

15
（金）

 上海常設展“日本 京都館”
オープニングセレモニー 14：00 ～ 14：30 中国上海マート（上海世貿商

城）3F

19
（火）

 下請かけこみ寺巡回相
談（無料弁護士相談） 13：00 ～ 15：00 久御山町商工会

 第1回光ものづくりセミナー
−OCT（光コヒーレンストモ
グラフィ）の医療への展開−

13：00 ～ 17：00 京都府産業支援センター 5F

21
（木）

 下請かけこみ寺巡回相
談（無料弁護士相談） 13：00 ～ 15：00 ガレリアかめおか

 京都品質工学研究会（基
礎学習会/講義と実習） 10：00 ～ 17：00 京都府産業支援センター 5F

22
（金）

 京都大学宇治キャンパス産学交
流会（エネルギー理工学研究所）14：00 ～ 17：15 京都大学宇治キャンパス宇

治おうばくプラザ（宇治市）

26
（火）

 下請かけこみ寺巡回相
談（無料弁護士相談） 13：00 ～ 15：00 丹後・知恵のものづくりパー

ク

27
（水）

 下請かけこみ寺巡回相
談 13：00 ～ 15：00 北部産業技術支援センター・

綾部
 京都陶磁器釉薬セミナー

（耐熱陶器の素地と釉薬）15：00 ～ 16：30 京都府産業支援センター 5F

日 名　　称 時間 場所
2012. 7
7

（土）
・
8

（日）

 経営者育成大学
　（第1回）　宿泊研修 10：00 ～ 17：00 亀岡市　京都・烟河（けぶり

かわ）

17
（火）

 下請かけこみ寺巡回相
談（無料弁護士相談） 13：00 ～ 15：00 久御山町商工会

18
（水）

 経営者育成大学
　（第2回） 18：00 ～ 21：00 京都府産業支援センター 5F

19
（木）

 H24年度けいはんな
ビジネスメッセ 10：00 ～ 17：00 けいはんなプラザ・交流棟

 下請かけこみ寺巡回相
談（無料弁護士相談） 13：00 ～ 15：00 ガレリアかめおか

24
（火）

 下請かけこみ寺巡回相
談（無料弁護士相談） 13：00 ～ 15：00 丹後・知恵のものづくりパー

ク

25
（水）

 下請かけこみ寺巡回相
談 13：00 ～ 15：00 北部産業技術支援センター・

綾部
 京都陶磁器釉薬セミナー（陶
磁器（釉薬）と知的財産権） 15：00 ～ 16：30 京都府産業支援センター 5F

 品質管理（QC）基礎講座「品
質管理概論（パートⅠ）及び品
質保証活動編（パートⅣ）」

13：00 ～ 16：30 北部産業技術支援センター・
綾部

http://www.ki21.jp

◆北部地域人材育成事業
研修名 開催日時 場所

中小企業者のための
「facebook 活用セミナー」

6月20日㈬、6月27日㈬、7月4日㈬、7月11日㈬
※毎週水曜日 13：00 ～ 17：00 丹後･知恵のものづくりパーク　Ｂ棟




